






佐世保発！：渇水都市に市民ダム ／長崎 

毎日新聞 2015 年 09 月 07 日 地方版 

 福岡市に帰省して出席した中３の同窓会で、夏休みを直撃した１９７８年の渇水が

話題となりました。給水制限は２８７日に及び、私も共働きの親に代わって給水時間

に風呂に水をためました。９４年から翌年に２６４日間の給水制限を経験した佐世保

市の皆様も苦労を重ねたことでしょう。 

 ただ、２市の水源開発は異なる道をたどります。石木ダムに固執する佐世保に対し、

福岡は「地理的に水資源に恵まれていないため（市外の）筑後川からの導水、揚水式

ダムや海水淡水化など、さまざまな水源開発を行っています」（２００９年水道長期ビ

ジョン）。 

 海水から水をつくる「まみずピア」は０５年稼働。１日最大５万立方メートルの能力は、

石木ダムの給水量１日４万立方メートルを上回ります。運営の福岡地区水道企業団

によると、コストは１立方メートル３４６円で、浄水場の９８円より割高に。それでも導入

したのは「天候に左右されない水源」だからです。 

 もう一つ福岡市の水源で感心したのが「市民ダム」。「市民全員が１日にバケツ１杯

（１０リットル）節水すると、１年で長谷ダムの満水量を超える５５０万立方メートルを節

約できます」（水道局「福岡市の水道」）。節水は水源開発と同じ効果があり、新たにダ

ムを建設せずに済むという考え方です。 

 一方、佐世保市の予測では、市民は節水どころか、１２年度の１日当たり１９０リット

ルから２４年度には２０７リットルに増やすとか。石木ダム必要論の背景ですが、連載

「川原（こうばる）のいま」で紹介した通り、全体の使用実績は予測を下回る傾向にあ

ります。 

 節水の市民ダム効果で、石木ダムがなくても水需要は賄えると考えるのは、反対派

ばかりではないはず。昨年９月市議会の水道局長答弁によると、水道料金はダム完

成後１世帯当たり年４０００円の負担増に。料金面からも、市民にとって「石木ダムは

いらない」との選択肢もあるべきです。＜佐世保支局長・峰下喜之＞ 

〔長崎版〕 



県が立ち入り断念 石木ダム 

2015 年 09 月 08 日 読売新聞 九州 

•   県と佐世保市が

川棚町に計画する石木ダ

ム建設事業で、県は７日、

２日から試みていた未買

収用地（約９万平方メート

ル）への立ち入りを断念し

た。建設反対派の阻止行

動を受けて着手できなか

ったもので、県は今後、別

の手法で用地の調査を行

う方針。 

 県によると、今回の調査は、９世帯の家屋や公民館を含む未買収用地を収用する

ための裁決申請に向けた作業の一つで、補償額の算定に向け、土地の測量や家屋

の構造などを調べる予定だった。 

 この日、県職員や作業員らが、午前と午後の２回にわたり、３か所から立ち入りを試

みた。しかし、反対地権者らが横断幕やプラカードを持って道路に立ちふさがって阻

止した。その後、報道陣の取材に応じた県石木ダム建設事務所の古川章所長は「４

日間で状況が変わらず、調査は断念した。他の知り得る情報を用いて調査していく」

と語った。 

 県はこれまでの収用手続きでも反対派の阻止で立ち入り調査ができなかったが、国

土調査法に基づいて作成された図面を代用するなどして裁決申請した。今回も同様

の手順をとるとみられる。 

 反対地権者の岩下和雄さん（６８）は「県の考えは強引すぎる。ダムをつくらせないと

いう考えは変わらないので、まず私たちと向き合ってほしい」と話している。 

 



長崎県が立ち入り調査断念 石木ダム、

収用手続きは続行 [長崎県] 

2015 年 09 月 08 日 00 時 12 分 (更新 09 月 08 日 02 時 30 分)  

 長崎県と佐世保市が川棚

町に計画する石木ダム事業

で、県は７日、土地収用のた

め未買収地を測量する立ち

入り調査を断念した。県は２

日から７日までの平日４日

間、調査を予定していたが、

最終日のこの日も地権者ら

の抗議で調査できなかった。

県石木ダム建設事務所の

古川章所長は「このような状

況では土地、物件の調書作

成は困難」と述べ、既存の

資料を用いて調書を作り土

地収用手続きを進める考え

を明らかにした。 

 県は一部の未買収地の収用手続きを先行させていて、今回の調査対象はダムの

水没予定地にある家屋や農地など残りの約９万平方メートル。この日、県職員ら約８

０人が３ルートに分かれ調査に訪れたが、地権者らが横断幕やプラカードを掲げ立ち

入りを阻止した。 

 取材に応じた地権者の岩下和雄さん（６８）は「私たちがここにいる限りダムはできな

い。県は事業認定を取り下げ、私たちと向き合って話をしてほしい」と話した。 

＝2015/09/08 付 西日本新聞朝刊＝ 

 

抗議を続ける地権者や支援者に、立ち入り調査の断念を告げる

県石木ダム建設事務所の古川章所長（右） 
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